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支
部
活
動
報
告

上
越
支
部

◎
は
じ
め
に

　

２
０
０
８
年
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
の

高
田
と
直
江
津
の
両
支
部
が
合
併
し

て
、「
上
越
支
部
（
会
員
２
４
０
名 

う

ち
女
性
28
名
）」
が
発
足
し
ま
し
た
。

旧
支
部
で
の
各
行
事
を
集
約
し
、
新
支

部
の
３
本
柱
と
し
て
、
一
般
に
も
公
開

し
て
見
識
を
深
め
る
「
学
習
会
」、
周

辺
地
域
を
訪
ね
見
聞
を
広
め
る
「
地
域

探
訪
」、
会
員
の
親
睦
を
図
る
「
忘
年

会
」
が
、
担
当
係
の
創
意
工
夫
に
よ
り

実
施
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
２
回
の
「
支
部
だ
よ
り
」

の
発
行
で
情
報
の
共

有
を
図
り
、
会
員
相

互
の
連
携
や
き
ず
な

を
強
め
、
さ
ら
に
、

４
つ
の
「
同
好
会
」

で
は
、
有
志
を
中
心

に
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
支
部
活

動
に
、
役
員
９
名
と

幹
事
14
名
が
役
割
を

分
担
し
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

内
容
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

�

（
支
部
長　

久
保
野
清
和
）

◎
支
部
総
会

　

２
０
１
９
年
度
の
総
会
は
６
月
22

日
、
高
田
の
高
陽
荘
で
開
催
さ
れ
、
会

員
１
６
６
名
中
28
名
が
参
加
し
た
。
10

年
前
は
２
２
４
名
中
66
名
で
、
参
加
者

の
減
少
が
目
立
つ
。

　

会
員
減
少
に
比
例
し
て
支
部
会
計
も

厳
し
く
、
19
年
度
予
算
は
66
万
円
と
、

10
年
前
の
93
万
円
に
比
べ
か
な
り
の
落

ち
込
み
で
あ
る
。

活
動
の
基
本
は
ほ

ぼ
同
じ
こ
と
か

ら
、
徐
々
に
赤
字

が
累
積
し
、
繰
越

金
を
取
り
崩
し
な

が
ら
や
り
繰
り
し

て
い
る
。

　

役
員
体
制
は
、

「
支
部
長
・
事
務

局
長
の
任
期
は
２

年
ま
で
」
の
原
則

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
本
部
活
動
全
般
に

つ
い
て
の
対
応
は
、
議
案
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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2016学習会「宇宙の話をしよう」

2016忘年会
板倉ゑしんの里「やすらぎ荘」

を
長
く
堅
持
し
て
き
た
が
、
新
会
員
の

激
減
が
影
響
し
、
こ
の
原
則
を
撤
廃
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
こ
数
年
、
役

員
の
顔
ぶ
れ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な

い
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
が
楽
し
み
で
参
加

す
る
会
員
も
多
く
、
19
年
は
17
名
の
参

加
で
、
10
年
前
の
56
名
に
比
べ
て
数
で

は
大
き
く
見
劣
り
す
る
が
、
酒
を
酌
み

交
わ
し
な
が
ら
旧
交
を
温
め
、
明
日
へ

の
活
力
を
蓄
え
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
に

な
っ
て
い
る
。�

（
中
島
眞
皓
）

◎
学
習
会

　

９
月
に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

８
月
に
会
員
に
参
加
案
内
を
送
付
、
新

潟
日
報
を
含
め
地
元
３
紙
に
「
イ
ベ
ン

ト
情
報
」
へ
の
掲
載
を
依
頼
し
、
一
般

に
も
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
の
演
題

は
、「
さ
か
な
の
生

態
」「
天
下
普
請
の

高
田
城
」「
廃
村
の

民
俗
」「
宇
宙
の
話

を
し
よ
う
」「
福
島

城
よ
も
や
ま
話
」

「
時
を
縮
め
た
男
前

島
密
」
な
ど
。
郷
土

の
歴
史
を
初
め
い
ろ

い
ろ
な
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
懇
親
会
も
、
会
員
相
互

の
近
況
を
語
り
合
う
よ
い
機
会
と
な
っ

て
い
る
。

　

会
員
の
参
加
者
は
平
均
20
人
余
、
高

齢
化
に
よ
る
も
の
か
、
類
似
の
催
し
も

多
い
か
ら
か
、
最
近
は
20
人
に
届
か

ず
、
人
集
め
に
苦
労
し
て
い
る
。
一
般

の
方
々
は
多
い
と
き
に
は
15
人
を
超

え
、
演
題
や
講
師
の
知
名
度
に
よ
り
大

き
く
左
右
さ
れ
る
人
数
だ
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
知
識
欲
旺
盛
な
高
齢
者
に

は
頭
が
下
が
る
。�

（
森
田
浩
栄
）

◎
地
域
探
訪

　

地
域
の
名
所
旧
跡
な
ど
、
歴
史
・
文

化
・
生
活
・
地
勢
な
ど
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

10
月
に
実
施
し
て
い
る
。

　

近
年
の
実
施
事
例
は
、「
大
潟 

水
と

森
公
園
と
五
胡
を
巡
る
」「
信
越
ト
レ

イ
ル
関
田
峠
周
辺
を
歩
く
」「
糸
魚
川

ジ
オ
パ
ー
ク
・
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
を
探

る
」「
関
川
水
系
水
源
地
、
野
尻
湖
・

笹
ヶ
峰
ダ
ム
を
訪
ね
る
」「
高
田
ゆ
か

り
の
瞽
女
宿
を
巡
る
」「
直
江
津
の
義

人
・
福
永
十
三
郎
翁
に
学
ぶ
」「
信
濃

の
北
國
街
道
を
巡
り
新
蕎
麦
を
味
わ

う
」
な
ど
。

　

ふ
だ
ん
何
げ
な
く
暮
ら
す
地
域
で

も
、
目
を
凝
ら
せ
ば
、
未
知
の
こ
と
を

多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
探
訪

は
、
貴
重
な
文
化
財
、
地
域
の
豊
か
な

自
然
、
人
と
人
と
の
心
通
う
街
作
り
な

ど
、
先
人
た
ち
の
遺
産
を
後
世
に
つ
な

ぐ
た
め
に
、
現
地
へ
足
を
運
び
学
ぶ
こ

と
が
い
か
に
大
切
か
を
教
え
て
く
れ
る

と
て
も
よ
い
機
会
で
あ
る
。

�

（
岡
本
信
隆　

深
石
澄
夫
）

◎
忘
年
会

　

11
月
に
、
上
越
周
辺
の
「
松

之
山
・
能
生
柵
口
・
魚
沼
大

湯
・
信
州
野
沢
」
な
ど
の
温
泉

を
会
場
に
宿
泊
で
行
な
っ
て
き

た
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
参
加

者
が
減
り
、
近
年
は
10
名
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら
日
帰

り
に
変
更
し
て
、
18
年
は
「
赤

倉
観
光
ホ
テ
ル
」、
19
年
は

「
燕
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
」
で
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
ず
つ
参
加
者
が
増

え
つ
つ
あ
る
。

　

同
じ
く
懇
親
会
で
も
、
温
泉
で
の
忘

年
会
は
格
別
で
、
仲
間
同
士
が
思
い
出

話
や
今
の
暮
ら
し
、
世
相
へ
の
思
い
を

気
軽
に
語
り
合
い
、
酌
み
交
わ
し
、
ま

さ
に
命
の
洗
濯
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
意
義
か
ら
い
え
ば
、
従
前
の
よ
う

に
宿
泊
実
施
が
最
善
な
の
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
続
け

て
い
き
た
い
。�

（
滝
澤
文
夫
）

◎
同
好
会
活
動

囲
碁
同
好
会

　

高
田
の
「
老
人
憩
い
の
家 

磯
野

園
」
で
年
４
回
の
例
会
を
行
い
、
現
職

時
か
ら
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
囲
碁
仲
間

と
今
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　

当
会
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
県
大
会
や

北
陸
大
会
で
は
優
勝
者
を
輩
出
し
、
全

国
大
会
に
も
出
場
し
て
い
る
。
10
年
前

の
会
員
が
20
名
、
例
会
参
加
者
は
８
～

10
名
で
、
高
齢
化
に
伴
い
、
現
会
員
14

名
、
例
会
参
加
は
４
名
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
る
。

　

か
つ
て
は
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
午
後

３
時
こ
ろ
ま
で
打
っ
て
い
た
が
、
今
は

午
前
中
で
の
散
会
が
多
く
、
寂
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
。
幹
事
の
荒
井
一
郎
さ
ん

に
会
の
世
話
係
を
お
願
い
し
て
い
る
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が
、
参
加
者
の
激
減
で
さ
ぞ
つ
ら
い
思

い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
拝
察
す
る
。

趣
味
の
会
と
い
う
性
質
上
、
ま
た
高
齢

化
で
多
く
の
参
加
が
見
込
ま
れ
な
い

今
、
会
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
駄
作
な
が
ら
、
囲
碁
川
柳
を

一
句
。

　
歩
き
た
い 

喜
怒
哀
楽
の 
十
九
路

�

（
イ
ッ
チ
ー
こ
と
市
川
昭
雄
）

古
文
書
同
好
会
（
紙
魚
の
会
）

　

１
９
９
１
年
に
、
直
江
津
・
高
田
両

支
部
合
同
で
、
紙
魚
の
よ
う
に
親
し
む

古
文
書
同
好
会
と
し
て
発
足
し
た
。

　

こ
の
地
は
、
春
日
山
城
・
福
島
城
・

高
田
城
と
、
16
～
19
世
紀
の
約
40
年

間
、
城
を
中
心
に
豊
か
な
海
と
平
野
に

囲
ま
れ
栄
え
、
こ
の
間
、
時
の
権
力
者

や
一
般
庶
民
を
含
め
多
く
の
事
件
が
起

き
、
大
地
震
、
大
火
、
豪
雪
な
ど
の
災

害
も
重
な
り
、
そ
の
関
連
古
文
書
が
多

く
残
さ
れ
て
き
た
。
そ
ん
な
過
去
の
事

実
を
よ
り
深
く
知
り
た
い
と
発
足
し
た

の
が
当
会
で
あ
り
、
使
わ
れ
る
資
料

は
、
高
田
・
直
江
津
周
辺
の
町
や
村
に

現
存
す
る
江
戸
中
後
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
、
活
動
拠
点
の
直
江
津

公
民
館
の
閉
鎖
に
伴
い
、
講
師
、
会
場

と
も
当
会
独
自
で
な
く
他
団
体
が
開
催

す
る
も
の
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
現
在

は
、「
直
江
津
古
文
書
の
会
」
で
月
１

回
、「
高
田
和
親
会
古
文
書
教
室
」
で

月
２
回
、
当
会
員
11
名
が
ほ
ぼ
常
時
参

加
し
て
い
る
。
直
江
津
で
は
、
輪
番
で

の
古
文
書
解
読
に
取
り
組
み
、
高
田
で

は
、
上
越
市
立
歴
史
博
物
館
副
館
長
を

講
師
に
、
高
田
城
と
榊
原
家
に
関
す
る

古
文
書
を
資
料
に
解
読
を
行
っ
て
い
る
。

�

（
小
野
寺
三
隆
）

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
「
微
吟
」

　

当
会
は
創
設
20
年
ほ
ど
で
、
会
員
は

現
在
17
名
、
例
会
は
年
２
回
、
高
田
の

カ
ラ
オ
ケ
店
で
実
施
し
て
い
る
。

　

事
前
の
準
備
と
し
て
、
参
加
者
か
ら

課
題
曲
３
曲
の
選
定
と
、
ラ
ン
チ
メ
ニ

ュ
ー
の
注
文
を
受
け
、
当
日
、
昼
食
と

お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
ま
ず
は
課
題
曲

を
披
露
。「
古
城
」「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」

「
あ
ゝ
上
野
駅
」「
踊
り
子
」「
な
み
だ

船
」「
北
の
旅
人
」「
う
そ
」「
青
葉
城
恋

唄
」「
昴
」「
黄
昏
の
ビ
ギ
ン
」「
酒
よ
」

「
旅
人
よ
」「
サ
ラ
イ
」「
赤
色
エ
レ
ジ

ー
」
な
ど
を
熱
唱
し
つ
つ
ほ
ろ
酔
い
気

分
の
歌
手
に
変
身
…
。

　

そ
の
後
、
政
権
批
判
、
血
圧
や
薬
の

こ
と
な
ど
、
さ
す
が
高
齢
者
と
い
う
話

題
に
興
じ
な
が
ら
自
由
曲
に
移
る
が
、

実
は
こ
こ
か
ら
が
本
番
で
、
懐
メ
ロ
・

抒
情
歌
・
フ
ォ
ー
ク
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
曲
が
続
く
・
・
・
。

　

さ
て
、
カ
ラ
オ
ケ
は
心
肺
機
能
を
高

め
、
口
腔
内
筋
肉
を
鍛
え
る
の
で
、
誤

嚥
に
よ
る
肺
炎
防
止
に
な
り
、
ボ
ケ
も

防
ぐ
と
か
。
最
後
は
皆
で
肩
組
み
合
っ

て
「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」
を
斉
唱

す
る
の
が
慣
例
。
ち
な
み
に
、
当
会
の

愛
称
を
「
微
吟
（
ビ
ギ
ン
）」
と
洒
落
て

み
た
が
、
会
員
の
同
意
を
得
る
の
は
次

期
例
会
で
。�

（
岩
嶋　

馨
）

　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

　

２
０
０
６
年
、
高
田
・
直
江
津
支
部

合
同
で
発
足
し
た
。
年
３
～
4
回
、
上

越
近
郊
を
中
心
に
、
時
に
は
近
県
で
泊

を
伴
い
、
各
地
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
、

伝
統
行
事
を
堪
能
し
て
き
た
。
住
み
慣

れ
た
上
越
で
も
新
発
見
が
あ
り
、
毎
回

新
鮮
な
感
動
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。

下
見
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
ぶ
っ
つ
け
本

番
が
多
く
、
地
域
に
詳
し
い
会
員
な
ど

の
案
内
で
あ
ち
こ
ち
訪
ね
回
っ
た
。

　

移
動
に
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
も
の
の
、
車
に
分
乗
し

て
行
う
こ
と
も
あ
り
、
天
候
に
よ
り
中

止
も
あ
っ
た
が
、
好
天
時
に
は
気
分
も

爽
快
で
、
生
き
て
い
る
喜
び
を
実
感
で

き
た
。
時
に
は
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、

終
了
後
の
反
省
会
も
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
、

「
紅
葉
の
苗
名
の
滝
と
池
の
平
」「
旗
持

山
と
米
山
海
岸
の
散
策
」「
糸
魚
川
け

ん
か
祭
り
と
市
内
散
策
」「
新
緑
の
松

代
・
松
之
山
巡
り
」「
川
中
島
古
戦
場

巡
り
」
な
ど
で
、
懐
か
し
さ
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
。�

（
中
島
眞
皓
）

◎
支
部
だ
よ
り

　

当
初
、
編
集
委
員
６
名
で
７
月
・
12

月
・
３
月
と
年
３
回
を
発
行
、
７
月
号

は
、
総
会
報
告
・
新
会
員
の
こ
と
ば
な

ど
、
12
月
号
は
、
３
大
行
事
（
学
習

会
・
地
域
探
訪
・
忘
年
会
）
や
同
好
会

の
活
動
報
告
な
ど
、
３
月
号
は
、
教
育

懇
談
会
報
告
と
会
員
の
随
想
文
な
ど
、

が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
こ
ろ
か
ら
は
、
委
員
４

名
で
年
２
回
と
な
っ
た
が
、
表
紙
の
写

真
や
絵
柄
を
カ
ラ
ー
印
刷
で
飾
っ
た
。

ま
た
、
17
年
に
は
、
上
越
支
部
創
立
10

周
年
記
念
号
と
し
て
、
歴
代
支
部
長
の

在
任
当
時
の
支
部
状
況
や
思
い
出
を
懐

か
し
い
写
真
と
と
も
に
掲
載
し
た
。

　

か
つ
て
は
業
者
に
任
せ
て
い
た
印
刷

を
、
コ
ピ
ー
機
の
性
能
向
上
や
会
計
の

ひ
っ
迫
か
ら
担
当
者
に
よ
る
印
刷
製
本

に
切
り
替
え
、
現
在
25
号
ま
で
続
い
て

い
る
。

　

支
部
だ
よ
り
は
、
会
員
に
支
部
の
様

子
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
長
年
の
取

り
組
み
を
記
録
し
整
理
し
蓄
積
す
る
大

切
な
役
割
を
担
う
。
今
後
と
も
会
員
の
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か
つ
て
描
い
た
生
活
と
は
ほ
ど
遠
く

上
越
支
部　

佐
藤
重
男
（
09
）

　

退
職
後
の
生
活

を
、
私
は
次
の
よ

う
に
思
い
描
い
て

い
ま
し
た
。
①
現

職
時
か
ら
趣
味
と
し
て
き
た
畑
の
野
菜

作
り
を
充
実
さ
せ
る
。
②
50
歳
か
ら
始

め
た
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
出
場
を
80
歳
ま

で
続
け
る
。
③
各
地
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
出
な
が
ら
、
妻
や
愛
犬
と
車
で
全
国

を
旅
す
る
。

　

さ
て
、
こ
の
10
年
の
間
に
私
の
周
辺

で
は
、
母
と
兄
の
死
、
初
代
愛
犬
と
の

別
れ
、
そ
し
て
、
娘
の
結
婚
・
孫
の
誕

生
と
続
き
、
さ
ら
に
は
、
養
父
母
の
介

護
と
看
取
り
、
２
代
愛
犬
の
病
気
療
養

介
護
に
心
を
砕
き
、
ま
た
、
私
自
身
の

健
康
に
関
し
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
走

る
こ
と
に
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

る
と
い
う
大
き
な
衝
撃
も
あ
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
私
の
お
も
わ
く
は
こ

と
ご
と
く
外
れ
、
現
況
は
以
下
の
よ
う

で
す
。
①
野
菜
作
り
は
、
充
実
ど
こ
ろ

か
６
年
前
に
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
②
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、
５
年
ほ
ど

前
の
出
場
が
最
後
に
な
っ
て
い
る
。
③

愛
犬
の
介
護
が
思
い
の
ほ
か
難
儀
で
、

夫
婦
で
出
か
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
。

　

こ
う
し
て
、
か
つ
て
描
い
た
生
活
と

は
ほ
ど
遠
く
な
っ
た
も
の
の
、
せ
め
て

あ
と
10
年
は
ボ
ケ
ず
に
、
家
族
と
の
気

ま
ま
な
旅
行
を
年
に
数
回
は
楽
し
み
た

い
け
れ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
さ
て
ど
う
な
り
ま
す
や
ら
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
い
ま
憂
う
べ
き

は
、
昨
今
の
国
や
社
会
の
か
た
ち
の
激

変
ぶ
り
で
す
。「
忖
度
症
候
群
」
に
冒

さ
れ
た
政
治
家
や
官
僚
の
劣
化
が
招
い

た
権
力
の
専
横
に
よ
り
日
本
国
憲
法
の

３
原
則
で
あ
る
国
民
主
権
も
基
本
的
人

権
も
平
和
主
義
も
、
そ
し
て
民
主
主
義

ま
で
も
が
危
う
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
も
し
も
憲
法
改
悪
と
な
れ

ば
、
近
い
将
来
、
日
本
が
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
が
増
大
す
る
こ
と
は

必
至
で
す
。

　

そ
ん
な
流
れ
を
何
と
し
て
も
押
し
と

ど
め
、
子
や
孫
た
ち
が
平
和
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
再
生
を
め
ざ
し
、
ま

ず
は
安
倍
最
悪
政
治
を
終
わ
ら
せ
、
再

び
の
政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
る
取
り
組

み
に
、
自
ら
の
非
力
を
自
覚
し
つ
つ
も

微
力
な
が
ら
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

採
用
２
年
目
の
旅
と
退
職
10
年
目
の
旅

新
潟
支
部　

松
月
裕
子
（
09
）

　

新
採
用
は
佐
渡

女
子
高
の
家
庭
科

で
す
。
全
日
制
被

服
科
の
専
門
科
目

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
さ
ら
に
よ
い
も

の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
吉
岡
春
夫
）

◎
あ
と
が
き

　

他
支
部
と
同
じ
く
当
支
部
で
も
、
現

職
組
合
員
の
激
減
や
再
任
用
制
度
の
導

入
な
ど
に
よ
り
、
新
入
会
員
が
年
に
１

～
2
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
減
に

よ
る
問
題
点
は
、
①
会
員
の
高
齢
化
②

役
員
の
固
定
化
③
行
事
参
加
者
の
減
少

な
ど
で
、
支
部
活
動
全
般
の
停
滞
に
つ

な
が
る
こ
と
で
す
。
新
会
員
確
保
の
た

め
に
役
員
が
鋭
意
、
勧
誘
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
思
う
こ
と
は
、
再
任
用
制

度
が
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
例
え
ば
、
入
会
前
で
も
支
部
だ
よ

り
を
届
け
る
な
ど
、
再
任
用
者
と
つ
な

が
り
を
保
ち
、
い
わ
ば
「
完
全
退
職

後
」
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
会
し
や
す
い
有

効
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
組
織
の
存
亡
に
か

か
わ
る
と
の
認
識
を
さ
ら
に
強
く
持

ち
、
今
こ
そ
全
会
員
が
英
知
を
結
集
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

�

（
副
支
部
長　

浅
野
寿
一
）

　

寄
稿
を
お
願
い
し
た
会
員
の
退
職
年
度

は
、
第
45
回
衆
院
選
で
、
民
主
党
が
過
半
数

を
大
き
く
上
回
る
３
０
８
議
席
を
得
て
圧
勝

し
た
年
。
社
民
党
、
国
民
新
党
と
連
立
政
権

樹
立
で
合
意
、
民
主
党
の
鳩
山
由
紀
夫
が
第

93
代
の
首
相
に
選
出
さ
れ
、
３
党
連
立
の
鳩

山
内
閣
が
発
足
し
た
年
に
あ
た
る
。

　

そ
の
後
、
民
主
党
は
政
権
を
失
い
、
歴
代

最
悪
の
総
理
と
言
わ
れ
る
、
無
知
無
恥
無
能

の
安
倍
晋
三
が
日
本
の
舵
取
り
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
退
職
後
の
10
年
は
ま
さ
に
こ
の
悪

夢
の
10
年
間
と
重
な
る
。
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を
担
当
す
る
実
力
も
な
い
の
に
更
に
上

級
の
短
大
に
準
ず
る
専
攻
科
「
服
装

史
」
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
１
単
位
で
半
年
は
日
本
編
、
も
う

半
年
は
西
洋
編
で
す
。
指
導
書
も
教
科

書
も
な
く
薄
い
副
読
本
が
あ
る
の
み
。

西
洋
編
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
か
ら
始

ま
り
古
代
ギ
リ
シ
ャ
（
エ
ー
ゲ
海
文
明

も
）、
古
代
ロ
ー
マ
、
そ
し
て
ビ
ザ
ン

チ
ン
へ
と
続
き
ま
す
。

　

歴
史
の
素
養
が
全
く
身
に
つ
い
て
い

な
い
私
の
前
に
、
向
学
心
に
あ
ふ
れ
た

真
面
目
な
女
学
生
が
座
っ
て
い
る
の
で

す
。
私
は
悪
戦
苦
闘
だ
っ
た
け
ど
、
さ

ぞ
退
屈
な
授
業
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
２

年
目
の
春
あ
る
新
聞
の
片
隅
に
「
古
代

史
跡
を
訪
ね
る
旅
」
の
ツ
ア
ー
募
集
広

告
を
見
つ
け
ま
し
た
。
８
月
の
２
週
間

で
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
（
ク
レ
タ
島

も
）、
ト
ル
コ
を
巡
る
も
の
で
し
た
。

授
業
の
足
し
に
な
る
と
思
い
後
先
を
考

え
ず
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
主
要
な
観

光
地
に
は
、
神
殿
、
寺
院
な
ど
の
歴
史

的
建
造
物
、
壁
画
、
彫
刻
、
絵
画
、
大

き
な
壺
の
図
柄
、
装
飾
品
な
ど
を
収
め

た
ス
ラ
イ
ド
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

他
の
土
産
に
は
目
も
く
れ
ず
可
能
な
限

り
購
入
し
ま
し
た
。
授
業
で
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
は
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
て
、
も
て

余
し
て
い
た
時
間
を
少
し
は
短
縮
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
そ
れ
か
ら
30
数
年
後
、
中
・
高

時
代
の
友
人
と
の
交
流
が
復
活
し
、
国

内
旅
行
を
２
人
で
楽
し
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
10
年
以
上
続
い
た
頃
海
外
は

ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
古
代
ロ
ー

マ
の
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
が
見
た
く
て
昨
秋

イ
タ
リ
ア
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

全
土
が
ま
さ
に
世
界
遺
産
ば
か
り
で
偉

大
な
芸
術
が
あ
ふ
れ
る
国
で
し
た
。
ミ

ラ
ノ
の
教
会
の
中
、
薄
暗
い
食
堂
の
壁

画
「
最
後
の
晩
餐
」
の
前
に
立
ち
弟
子

達
の
衣
服
を
見
た
と
き
、
ト
ー
ガ
の
進

化
形
か
な
と
一
瞬
思
い
浮
か
ん
だ
の
で

す
が
す
ぐ
に
忘
れ
ま
し
た
。
ど
こ
へ
行

っ
て
も
満
員
電
車
の
よ
う
な
混
雑
で
ス

リ
に
気
を
つ
け
よ
う
と
緊
張
し
た
り
し

た
の
で
帰
宅
後
は
疲
労
感
ば
か
り
が
残

っ
た
古
稀
の
旅
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年

佐
渡
支
部　

高
橋
直
子
（
09
）

　

こ
の
10
年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
退
職
し
て
も

な
い
頃
は
、
不
用

品
の
処
分
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
通

い
、「
お
金
を
貯
め
な
い
で
ご
み
を
貯

め
た
」
と
反
省
し
ま
し
た
。
次
は
上
京

す
る
口
実
の
製
菓
専
門
学
校
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
通
い
、
さ
り
げ
な
く
も
し
た
た

か
な
中
央
線
の
座
席
争
奪
戦
や
エ
キ
ナ

カ
で
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。「
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

は
関
係
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
製
菓

衛
生
や
保
育
士
、
総
菜
管
理
士
の
講
習

や
試
験
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
春
ま
で
母
校
で
非
常
勤
講

師
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
社
会
の
変
化

は
も
と
よ
り
、
電
子
黒
板
利
用
や
机
を

合
わ
せ
て
の
話
し
合
い
等
々
授
業
の
様

子
も
大
き
く
変
わ
る
中
で
「
ピ
ン
チ
ヒ

ッ
タ
ー
は
今
年
だ
け
」
と
思
い
な
が
ら

こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
役

に
立
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
に
と
っ
て
は
、
脳
ト
レ
と
無

意
識
の
歩
数
増
加
に
役
立
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で
し
た
。
歳

を
重
ね
て
時
間
を
短
く
感
じ
る
の
は

「
感
動
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
か

ら
！
」（
チ
コ
ち
ゃ
ん
）。「
感
動
」
は
難

し
く
て
も
、
ナ
ン
プ
レ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
よ
う
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

10
年
で
何
を
し
た
の
だ
ろ
う

上
越
支
部　

小
林
一
利
（
09
）

　

人
に
語
る
ほ
ど

の
事
を
し
た
の
か

と
問
え
ば
、
少
し

心
が
痛
む
。
持
病

の
眼
疾
が
進
み
、
一
層
見
え
に
く
く
な

っ
た
た
め
、
買
い
た
め
た
書
物
は
積
ん

だ
ま
ま
。
耳
は
聞
こ
え
る
の
で
、
Ａ
Ｖ

を
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
念
願
の
ス
ピ
ー

カ
ー
を
タ
ン
ノ
イ
に
し
た
。
旧
型
の
フ

ル
レ
ン
ジ
は
姿
を
消
し
、
デ
ュ
ア
ル
タ

イ
プ
の
２
ウ
ェ
イ
ト
ー
ル
ボ
ー
イ
に
は

め
ん
く
ら
っ
た
が
、
マ
ァ
満
足
す
る
音

だ
。
ア
ン
プ
は
パ
イ
オ
ニ
ア
、
Ｃ
Ｄ
・

Ｍ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
オ
ン
キ
ョ
ー
。
こ
れ
を
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
す
る
の
は
10
年
先
の
課
題
だ
。

　

何
で
も
聞
く
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
ヘ
ン

デ
ル
、
ジ
ャ
ズ
は
コ
ル
ー
レ
ー
ン
、
和

物
は
ア
イ
ド
ル
の
楽
曲
、
日
向
坂
と
か

ひ
ら
が
な
け
や
き
と
か
。
大
河
ド
ラ
マ

や
朝
ド
ラ
の
楽
曲
も
よ
く
聞
く
。

　

日
々
、
平
穏
に
過
ご
す
こ
と
を
心
が

け
、
番
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
に
生
き
、
死
ぬ
の
か
と
考

え
る
。
近
く
は
、
親
の
あ
り
方
が
参
考

に
な
る
。
退
職
し
て
か
ら
親
を
送
っ
た

の
で
考
え
る
余
裕
が
あ
り
、
今
ま
で
の

こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
い
ろ
い
ろ
考

え
た
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
は
で
き
る
事

は
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
特

に
目
標
を
設
け
ず
追
わ
ず
拒
ま
ず
の
態

勢
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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支 部 活 動 の 概 要
2019年４月～2020年３月

項
目
・

・
支
部

総会・学習会 現職支部との教育懇談会 同好会活動以外の旅行
・研修、交流等の活動 同　好　会 支部だより

新
潟

■総会（6/18）
� クロスパル新潟29人
■学習会　なし

■提起「退職して見える
学校の実態」（会員より）
■懇親会（2/28）
� 会員6人、現職15人

■カラオケ同好会� 16人
■写真倶楽部「写游」
� 11人
・撮影旅行（春、夏、秋）
■山歩きの会� 17人
・�三本槍山、西吾妻山、
新年登山、忘年登山
■テニス同好会� 9人

4回
（6/1、9/6、
12/6、3/9）

新
発
田

・
村
上

■総会（6/27）�北辰館18人
■学習会　なし

■テーマ「働き方改革」
■交流会（2/21）
� 会員8人現職4人

■支部旅行「旧下田村
訪問」（10/17）� 19人

■囲碁同好会� 5人
■古文書研究会� 5人
■マージャンを楽しむ会
� 5人

2回
（6/30、12/27）

新
津

■総会（6/15）　飛鳥9人
■学習会　なし

■「特殊詐欺について」
■交流会（2/14）
� 会員7人現職16人

■忘年会（12/5） ■どんぐりの会14人
・�山菜とソバの集い
（5/15）� 11人
・�紅葉狩りと芋煮の集い
（10/28）� 13人
・�雪こざきの集い（2/14）
� 9人

4回
（6/1、9/1、
12/4、3/4）

三
条
・
加
茂

■総会（6/7）
� 餞心亭おゝ乃19人
■学習会　なし

■情報交換（2/21）
� 会員6人現職10人

■囲碁大会（8/23）� 4人 ■日帰り旅行を楽しむ会
� 12人
・�六万騎山（4/12）� 11人
・�谷川岳天神平（10/18）
� 9人

4回
（6/1、9/1、
12/1、3/1）

長
岡

■総会（6/20）
� アトリウム長岡24人
■学習会「豊かな老いを
求めて」講師・長井秀子
さん（会員）

■新春交流会と合同開催
（1/20）� 会員7人現職2人

■支部旅行「吹割の滝、
わたらせ渓谷鉄道、高
津戸峡」（10/24）� 8人
■酒蔵見学「高の井酒
造<小千谷>」（2/13）
� 9人
■新春交流会（1/20）
� 7人

■家庭菜園同好会　12人 2回
（7/10、12/10）

魚
沼

■総会（6/10）
�小千谷ホテルプラザ片山
� 17人
■学習会（6/10）
コンサート「チェロと電
子ピアノ」
� 47人（市民30人）

■高教組と新高退の活動
報告（3/18）
� 会員6人現職15人

■囲碁大会（8/1）
� 会員5人と他数人
■新年会（2/5）� 12人

■囲碁同好会� 5人 1回
（9/1）

柏
崎

■総会（7/6）
� ニュー新橋21人
■学習会　なし

■問題提起・石川多加子
（金沢大）
■交流会（3/13）
� 会員2人現職11人

■旅行「富山（YKK/
海王丸パーク/高岡大
仏）」（10/4）� 9人

■ハイキング同好会�9人
・�長岡市内資料館巡り/
大河津分水/直江津五
智など

3回
（6/10、9/9、
12/9）

上
越

■総会（6/22）�高陽荘28人
■学習会「時を縮めた男　
前島密」講師・顕彰会会
員（9/9）
� 32人（うち会員16人）

■テーマ「給与削減・勤
務時間・教育課程見直し
課題など」（2/8）
� 会員5人現職9人

■地域探訪「関山～信
濃の北国街道を訪ね
て」（10/7）� 15人
■忘年会「日帰り　燕
ハイランドロッジで入
浴とランチ」（11/18）
� 13人

■カラオケ同好会　17人
■囲碁同好会� 12人
■古文書同好会（紙魚の
会）� 10人

3回
（6/17、8/5、
12/11）

佐
渡

■総会（6/21）� 浦島15人
■学習会「泉地区名所探
訪」案内 地元歴史家 北
見継仁氏（11/7）� 12人

■地域における教育問題
や組織をめぐる諸問題等
の意見交換（12/3）
� 会員5人現職7人

■登山同好会� ９人
・�春の登山、秋の登山
■釣り同好会� 10人
・�春の釣り大会、秋の釣
り大会
■佐渡の食を知る会10人
・�佐渡の食材料理

4回
（6/7、9/10、
12/7、3/11）
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新
高
教
第
24
期

　
本
部
執
行
委
員
会

２
０
２
０
新
高
教
の
課
題

新
高
教
執
行
委
員
長

　
吉
田 

裕
史

　

５
月
12
日
現

在
、
世
界
で
４

０
０
万
人
が
感

染
し
死
者
も
27

万
人
に
達
す
る
感
染
爆
発
を
引
き
起
こ

し
た
新
型
肺
炎
は
、
２
０
０
８
年
の
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
る
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
都
市
封
鎖
や
外
出
自
粛

で
も
終
息
を
見
せ
ず
、
院
内
感
染
な
ど

か
ら
医
療
従
事
者
の
死
亡
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
の
不
足
、

重
症
患
者
の
治
療
に
命
の
選
別
ま
で
行

わ
ざ
る
を
得
な
い
医
療
現
場
の
実
態
が

連
日
報
道
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

１
年
間
延
期
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し

た
が
、
検
査
態
勢
の
遅
れ
や
初
動
対
応

が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
を

中
心
に
感
染
者
が
急
増
し
、
経
路
を
追

跡
で
き
な
い
感
染
者
の
増
加
な
ど
か

ら
、
４
月
に
入
り
緊
急
事
態
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
従
い
県
立
高
校
の

休
校
や
他
県
と
の
往
来
自
粛
が
５
月
末

ま
で
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
の
大

会
も
地
区
大
会
、
県
総
体
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
教
育
委
員

会
は
３
月
２
日
か

ら
一
斉
に
臨
時
休

校
に
入
っ
た
後
で

４
月
６
日
学
校
を
再
開
し
ま
し
た
が
、

１
週
間
後
の
４
月
13
日
に
は
再
度
の
休

校
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
卒
業
式
も
在

校
生
は
参
加
せ
ず
卒
業
生
と
保
護
者
の

み
の
参
加
で
行
う
こ
と
、
在
校
生
の
終

業
式
や
離
任
式
は
実
施
し
な
い
こ
と
、

新
学
年
の
準
備
は
分
散
し
て
登
校
さ
せ

る
な
ど
３
月
の
現
場
状
況
を
集
約
し

て
、
要
求
書
を
立
て
続
け
に
出
し
な
が

ら
県
教
委
の
対
応
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
授
業
が
な
い
こ
と
か
ら
非
常
勤
講

師
の
勤
務
の
扱
い
が
課
題
と
な
り
、
現

場
か
ら
も
不
安
の
声
が
多
く
本
部
に
届

き
ま
し
た
。
他
県
の
状
況
や
文
科
省
の

通
知
で
は
教
材
準
備
等
を
業
務
と
見
な

す
こ
と
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
県
教
委

に
４
月
分
の
報
酬
を
認
め
さ
せ
ま
し

た
。
併
せ
て
時
差
出
勤
、
在
宅
勤
務
等

の
服
務
に
関
す
る
整
理
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
５
月
６
日
ま
で
と
し
て
い
た

休
校
が
５
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
40
人
ク
ラ
ス
そ
の
も
の
が
密
で
あ

る
こ
と
、
全
県
１
学
区
に
し
た
こ
と
か

ら
も
電
車
な
ど
の
通
学
で
感
染
す
る
危

険
が
高
い
こ
と
な
ど
が
再
休
校
の
理
由

と
さ
れ
ま
し
た
。
再
開
の
イ
メ
ー
ジ
や

学
習
評
価
の
基
準
な
ど
整
理
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
保
障
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
教
連

交
渉
や
高
教
組
交
渉
で
県
当
局
を
追
及

す
る
と
と
も
に
、
県
議
会
、
市
町
村
議

会
議
員
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
長
期
不
況
に
陥
っ

た
日
本
は
小
泉
構
造
改
革
で
官
か
ら
民

へ
の
構
造
改
革
を
進
め
、
保
健
所
等
も

か
つ
て
の
半
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保

健
所
、
病
院
や
介
護
施
設
が
必
要
な
人

材
を
確
保
し
体
制
を
維
持
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
地
公
労
交
渉
で
も
要
求
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
「
派
遣
切

り
」
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
非

正
規
労
働
者
の
比
率
は
40
％
に
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
感

染
症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、
最
も

苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
パ

ー
ト
や
派
遣
、
臨
時
の
方
々
で
す
。
ア

ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
り
生
活
困
窮
し
て

い
る
学
生
へ
の
支
援
も
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。
求
人
の
減
少
や
大
学
入
試
・
高

校
入
試
な
ど
今
後
の
課
題
も
山
積
し
て

い
ま
す
。

　

未
曾
有
の
危
機
に
労
働
組
合
が
あ
る

か
ら
こ
そ
前
に
進
ん
で
い
け
る
と
確
信

し
て
、
新
高
教
70
年
の
節
目
の
年
に
新

た
な
決
意
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

執
行
委
員
長

吉
田
裕
史

離
籍

執
行
副
委
員
長

遠
藤　

丞

離
籍

書

記

長

浅
川
智
之

三
条
東

書
記
次
長

佐
藤
正
成

巻
総
合

執
行
委
員

（
支
部
書
記
長
）
高
見
砂
織

小
川
貴
史

増
子
一
彦

桂
山
祐
子

松
尾
和
浩

長
谷
川
善
明

駒
井
哲
郎

中
村
直
樹

山
林　

満

石
井
一
行

新
潟
向
陽

新
潟
西

荒
川

五
泉

新
潟
県
央
工
業

見
附

八
海

出
雲
崎

高
田
安
塚
分
校

羽
茂

会
計
監
査

荻
間
貴
志

佐
々
木
尚
子

薄
木
裕
之

新
潟
北

長
岡
商
業

佐
渡
相
川
分
校

　

高
校
退
職
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
支

援
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。
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当時の筆者

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
旋
風
の
収
束
を
祈

る
毎
日
で
す
。
現
在
75
歳
、
介
護
の
た

め
52
歳
で
早
期
退
職
し
て
23
年
の
私
で

す
が
、
当
時
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
と
い
っ
て

も
、
最
近
、
記
憶
力
が
落
ち
て
い
る
か

ら
、
ど
こ
ま
で
振
り
返
ら
れ
る
か
、
自

信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。）

　

１
９
６
７
年
の
４
月
、
お
も
ち
ゃ
の

よ
う
な
栃
鉄
の
電
車
に
乗
車
し
て
、
私

は
栃
尾
高
校
定
時
制
昼
間
部
の
国
語
の

教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
、
赴
任
し
ま
し

た
。
４
月
と
い
う
の
に
、
校
庭
に
は
残

雪
が
あ
り
印
象
的
で
し
た
。

　

豪
雪
地
帯
の
栃
尾
は
、
冬
の
通
勤
が

大
変
な
の
で
す
が
、
長
岡
・
三
条
な
ど

か
ら
通
勤
の
先
生
も
、
電
車
や
バ
ス

で
。
マ
イ
カ
ー
通
勤
は
少
数
派
で
し
た
。

　

学
校
で
は
、
大
風
呂
敷
の
中
に
い
っ

ぱ
い
の
本
を
入
れ
て
か
つ
い
で
持
っ
て

き
て
、
教
務
室
で
店
開
き
の
本
屋
さ
ん

な
ど
も
。

　

定
時
制
昼
間
部
は
１
学
年
３
ク
ラ
ス

で
し
た
が
、
２
部
に
わ
か
れ
て
い
て
、

ほ
と
ん
ど
、
繊
維
工
場
の
２
交
代
の
女

工
さ
ん
が
、
働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
ま

し
た
。
教
員
の
勤
務
も
、
今
週
は
８
時

30
分
か
ら
、
次
週
は
10
時
30
分
か
ら
の

出
勤
と
２
交
代
勤
務
。
校
舎
は
、
ほ
と

ん
ど
教
室
と
教
務
室
主
体
の
手
狭
な

所
。
後
に
全
日
制
の
あ
る
所
に
移
転
し

ま
し
た
。

　

国
語
科
の
教
員
は
昼
間
部
２
名
と
夜

間
部
１
名
の
３
名
で
し
た
が
、
時
間
が

合
わ
ず
、
教
え
て
も
ら
う
の
も
一
苦
労

し
た
も
の
で
す
。
そ
の
う
え
、
私
は
教

科
外
の
日
本
史
を
夜
間
部
へ
行
っ
て
教

え
る
こ
と
や
、
週
１
回
は
上
塩
谷
分
校

へ
出
張
授
業
を
す
る
こ
と
に
。
雪
の
な

い
季
節
は
、
先
輩
の
先
生
の
車
に
乗
せ

て
も
ら
っ
て
。
冬
に
な
る
と
、
雪
道
を

歩
い
て
１
時
間
余
の
分
校
通
い
。
分
校

の
生
徒
の
笑
顔
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
さ
か
教
科
外
の
日
本
史
を
教
え
る

こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
ず
、
参
考
書
を

頼
り
に
、
授
業
準
備
に
追
わ
れ
る
日
々

で
し
た
。
生
徒
た
ち
の
素
朴
で
明
る
い

態
度
や
先
輩
の
先
生
方
に
助
け
ら
れ
、

無
我
夢
中
で
し
た
。

　

部
活
は
昼
間
部
の
生
徒
は
午
後
登
校

時
の
み
。
バ
レ
ー
部
の
顧
問
に
な
っ
た

も
の
の
、
運
動
オ
ン
チ
で
指
導
も
で
き

ず
困
惑
。
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
毎

日
活
動
を
見
守
る
こ
と
で
、
生
徒
は
メ

キ
メ
キ
上
手
に
な
り
、
対
外
試
合
で
は

初
勝
利
。
生
徒
と
共
に
喜
ん
だ
も
の
で

し
た
。

　

土
地
柄
、
豪
雪
地
帯
で
す
か
ら
、
大

家
さ
ん
の
御
主
人
は
昼
間
の
仕
事
を
夕

食
後
一
休
み
し
て
、
雪
下
ろ
し
の

日
々
。
天
井
で
は
ミ
シ
ミ
シ
と
そ
の
音

が
。

　

朝
は
「
朝
茶
を
飲
ま
な
い
と
蛇
に
の

ま
れ
る
。」
と
内
職
の
仕
事
を
か
か
え

た
お
ば
さ
ん
と
お
茶
飲
み
。
町
を
歩
け

ば
、「
お
茶
飲
ん
で
い
っ
て
。」
と
声
が

か
か
る
。

　

組
合
の
加
入
は
職

場
の
兄
貴
の
先
輩
の

勧
誘
で
、
試
用
期
間

終
了
後
、
新
任
の
数

名
と
加
入
。
10
月
26

日
の
早
朝
１
時
間
の

実
力
行
使
に
は
、

色
々
の
こ
と
に
無
知

で
恐
る
恐
る
参
加
。

　

８
・
28
水
害
の
救

援
活
動
、「
新
潟
県
高
校
白
書
」
の
刊

行
。
宿
・
日
直
拒
否
闘
争
、
不
当
配
転

問
題
な
ど
。
上
塩
谷
分
校
の
廃
止
、
定

時
制
の
縮
小
な
ど
、
私
に
と
っ
て
大
問

題
ば
か
り
で
し
た
。

　
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。」

と
い
う
詩
人
金
子
み
す
ず
の
言
葉
が
、

胸
に
響
い
た
も
の
で
す
し
、
石
川
達
三

の
「
人
間
の
壁
」
の
文
庫
本
も
、
何
度

も
読
ん
で
、
黒
ず
み
、
茶
色
の
し
み

が
。
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

昭
和
46
年
、
育
児
休
暇
の
申
し
入

れ
。
勤
評
特
昇
の
動
き
阻
止
、
安
保
自

動
延
長
反
対
な
ど
組
合
活
動
は
、
そ
の

激
し
さ
は
増
す
ば
か
り
、
と
う
と
う
１

９
７
７
年
「
主
任
制
阻
止
」
の
た
め
廊

下
の
座
り
込
み
に
参
加
し
、
帰
っ
た
後

で
、
機
動
隊
突
入
に
よ
る
逮
捕
者
が
出

た
こ
と
は
、
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た

し
、
他
の
や
り
方
も
考
え
る
べ
き
で
は

と
思
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　

色
ん
な
運
動
が
あ

り
ま
し
た
が
、
個
人

的
に
は
女
性
部
一
丸

と
な
っ
て
、
よ
う
や

く
１
９
７
６
年
育
児

休
業
制
度
施
行
に
こ

ぎ
つ
け
た
こ
と
が
、

一
番
の
喜
び
で
す
。

　

参
考
資
料
「
新
潟

高
教
組
30
年
の
歩
み
」

■
　

分
校
・
定
時
制
時
代（
リ
レ
ー
ト
ー
ク
／
５
）

「
刈
谷
田
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
守
門
岳
の
雄
姿
と

�
忘
れ
ら
れ
な
い
生
徒
た
ち
と
栃
尾
の
人
々
」

�
（
栃
尾
高
校
定
時
制
昼
間
部
の
思
い
出
）

        

丸
山
睦
実
（
96
）
新
津
支
部
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る
～
こ
れ
か
ら
の
日
朝
友
好
に
向
け
て

～
」（
12
月
13
日
）
主
催
・
日
朝
友
好

新
潟
県
連
合
会
、
講
師
・
朴
正
鎮
さ
ん

（
津
田
塾
大
教
授
）  

■
映
像
と
講
演

「
ド
ロ
ー
ン
で
見
る
沖
縄
」（
12
月
15

日
）  

■
事
務
局
会
議
（
12
月
18
日
）  

■
高
校
生
平
和
大
使
活
動
に
２
万
円
カ

ン
パ
（
12
月
27
日
）  

■
事
務
局
会
議

（
１
月
８
日
）  

■
事
務
局
会
議
（
１
月

15
日
）
日
退
教
闘
争
カ
ン
パ
５
万
円
を

送
金  

■
新
高
教
新
春
の
つ
ど
い
（
１

月
17
日
）  

■
事
務
局
会
議
・
サ
ポ
ー

ト
会
議
（
１
月
20
日
）
２
０
２
０
年
度

の
活
動
検
討  

■
「
核
兵
器
廃
絶
１
０

０
０
万
署
名
」
１
６
３
筆
を
日
退
教
に

送
付
（
１
月
31
日
）  

■
日
韓
市
民
連
帯

講
演
会
（
１
月
31
日
）
講
演
「
東
北
ア

ジ
ア
の
平
和
構
想
を
め
ざ
し
て
」
講

師
・
金
民
雄
さ
ん
（
慶
照
大
教
授
）  

■
事
務
局
会
議
・
サ
ポ
ー
ト
会
議
（
２

月
３
日
）
旅
行
、
懇
親
会
、
版
画
教
室

計
画  

■
講
演
会
「
日
本
の
教
育
の
今

と
未
来
」
講
師
・
前
川
喜
平
さ
ん
（
２

月
11
日
）  

■
事
務
局
会
議
（
２
月
12

日
）
支
部
宛
て
に
活
動
報
告
提
出
等
要

請  

■
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
「
全
国

緊
急
署
名
」
県
ス
タ
ー
ト
集
会
（
２
月

15
日
）  

■
第
43
回
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
会
（
２
月
26
日
）  

■
「
新
高
退
文

書
配
付
」
発
送
・
事
務
局
会
議
（
３
月

４
日
）、
定
年
退
職
者
に
「
加
入
の
呼

■
10
・
21
国
際
反
戦
デ
ー
集
会
、
弁
天

公
園
で
開
催
、
万
代
橋
詰
ま
で
デ
モ  

■
新
高
教
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
（
11
月
２
日
）  

■
事
務
局
会
議
・
通

信
編
集
会
議
（
11
月
13
日
）  

■
囲
碁
全

国
大
会
（
11
月
14
・
15
日
）  

■
事
務
局

会
議
・
通
信
編
集
会
議
（
11
月
20
日
）

初
校  

■
事
務
局
会
議
・
通
信
編
集
会

議
（
11
月
27
日
）
再
校  

■
通
信
№
１

３
５
発
送
・
事
務
局
会
議
（
12
月
４

日
）、
役
員
推
薦
委
員
の
選
出
要
請  

■
県
退
職
者
連
合
幹
事
会
（
12
月
12

日
）  

■
講
演
「
帰
国
事
業
60
年
を
考
え

　

支
部
同
好
会
活
動
報
告
は
今
回
が
６

支
部
目
の
上
越
支
部
、
支
部
を
生
か
す

た
め
に
学
習
会
、
地
域
探
訪
、
同
好
会

活
動
と
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
次
回
は
新
発
田･

村

上
支
部
に
お
願
い
す
る
予
定
。

「
２
０
２
０
新
高
教
の
課
題
」
は
、
今

年
は
内
容
を
変
更
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
発
生
に
よ
っ
て
混
乱
を
来
し

た
学
校
現
場
や
生
徒
の
情
況
を
、
教
職

員
の
勤
務
の
観
点
、
学
習
評
価
や
子
ど

も
た
ち
の
学
習
権
の
観
点
か
ら
取
り
組

ん
だ
報
告
で
あ
る
。

「
分
校
・
定
時
制
時
代
」
の
５
回
目
は

新
津
支
部
の
丸
山
さ
ん
、
初
任
の
定
時

制
で
頼
る
教
員
も
少
な
い
中
、
必
死
に

「
先
生
」
に
な
る
努
力
を
し
た
姿
が
伝

わ
る
。
ま
た
、
試
用
期
間
終
了
直
後
に

加
入
し
た
高
教
組
で
の
活
動
は
、
今
で

び
か
け
」
を
郵
送  

■
事
務
局
会
議

（
３
月
25
日
）
退
職
者
激
励
会
中
止  

■
事
務
局
会
議
（
４
月
１
日
）  

■
新
高

教
70
周
年
実
行
委
員
会
（
４
月
４
日
）

式
典
を
７
月
18
日
に
延
期  

■
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
」
を
支
部
に
送
付
（
４
月
21
日
）  

■
会
計
監
査
（
５
月
７
日
）�  （
石
野
）

（
括
弧
内
は
現
職
退
職
年
度
）

２
０
１
９
年

佐
々
木　

茂　

さ
ん
（
84
）

（
佐
渡
支
部
） 

８
・
３

大
井　

峰
雄　

さ
ん
（
13
）

（
新
津
支
部
） 

10
・
20

２
０
２
０
年

饒
村　

範
仁　

さ
ん
（
01
）

（
上
越
支
部
） 

１
・
20

高
山　
　

弘　

さ
ん
（
00
）

（
新
潟
支
部
） 

１
・
28

遠
藤　

貞
男　

さ
ん
（
99
）

（
長
岡
支
部
） 

２
・
２

溝
口
正
太
郎　

さ
ん
（
86
）

（
長
岡
支
部
） 

３
・
21

河
内　

宏
嘉　

さ
ん
（
87
）

（
上
越
支
部
） 

３
・
25

春
日
不
二
夫　

さ
ん
（
88
）

（
柏
崎
支
部
） 

４
・
14

大
谷　
　

昂　

さ
ん
（
92
）

（
柏
崎
支
部
） 

５
・
５

ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す

も
活
発
に
活
動
に
参
加
す
る
丸
山
さ
ん

の
姿
に
至
る
。�

  （
内
山
）

告 
知

栃
木
旅
行
の
延
期
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
先
を
見
通
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
３
月
に
栃
木
旅
行
の
計

画
を
配
付
し
、
複
数
の
方
か
ら
参

加
申
込
書
も
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
会
員
の
安
全
確
保
と
ウ
イ
ル

ス
拡
散
防
止
の
た
め
、
表
記
旅
行

は
来
年
度
以
降
に
延
期
し
ま
す
。
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地建設阻止・沖縄米軍基地撤去、安倍政権下で
制定された戦争法・「共謀罪」法・高プロ制度・
「カジノ法」などの諸悪法・制度撤廃、安倍内
閣退陣要求などの運動に取り組みます。
⑶　会員の連帯と親睦、交流を深める方策を絶え
ず検討しながら、新高退の活動に取り組みます。
⑷　財政的に厳しい現状を踏まえ、会費収入に見
合った活動を基本に、財政の自立に向けた取り
組みを継続します。

３．諸要求の実現・課題解決の取り組み
3-1　年金 ・医療制度などの福祉政策

　すべての高齢者が安心して暮らせる生活の実現
に向けて日本退職教職員協議会（日退教）、日本高
齢・退職者団体連合、新潟県退職者連合などと連
携して取り組みます。
3-2　脱原発 ・ クリーンエネルギー社会の実現

⑴　再稼働した原発も含め、稼働を止め廃炉にし、
新増設を行わず自然エネルギー政策を基本とし
た社会の実現を目指して取り組みます。
⑵　柏崎刈羽原子力発電所運転差し止め訴訟に参
加し、情宣活動等の支援を行います。

3-3　平和と民主主義を守る取り組み

⑴　違憲の戦争法や「共謀罪」法の実働化に反対
するとともに、廃止に向けた諸行動に取り組み
ます。
⑵　「3000万署名」を生かす取り組みとともに、改
憲策動阻止に取り組みます。
⑶　教育に対する不当な介入を許さず、47教育基
本法の理念を生かす取り組みを行います。

４．組織の拡大・強化に向けた取り組み
⑴　要求実現に向け、新高教・日退教とともに組
織の拡大・強化に取り組みます。
⑵　現退一致により、組織をあげて新会員の加入
に取り組みます。また、再任用終了者を中心に
過年度退職者加入に取り組みます。
⑶　組織全体で親睦と交流を深め、退会者を出さ
ない活動を強化します。
⑷　支部活動に対しては、年度当初には会員数に
応ずる補助、年度末には活動実績（学習会、支
部だより、同好会）に応ずる補助を行います。
⑸　全県、支部の枠を超えた複数支部を対象にし
た同好会的活動に補助を行います。

５．学習・親睦・交流のとりくみについて
　いったん計画した以下ア～ウの本部（サポート
Ｇ）企画は全て中止か延期とします。

ア．栃木旅行　７月15日～16日で計画
　　「日光東照宮観光と翌日は班別行動を楽しむ旅」
イ．「寺泊de懇親会・２日目は自由行動」
　　10月21日～22日で計画
ウ．版画教室　10/５から４回で計画

６．情宣活動
　『新高退通信』を年３回（６・９・12月）発行し
ます。３月は『通信』同様の配付方法で文書配付
（３/１）を行います。引き続き読みやすく、親し
みのある紙面づくりに努めます。
　支部間の公平化を図ることを基本に従来の郵送
分切手支給（新高教負担）を、定率補助金支給（新
高退負担）に変更します。
　2020年度は会員数×63円×４回分×50％、100円
未満切り捨てとし、さらに2020年度に限り、コロ
ナ対策として予備費から残りの50％も支給します。

７．支部活動の強化と充実
⑴　「支部だより」の交換や近接支部との交流を行
い、他支部ととに活動の活性化に努めます。
⑵　加入の取り組みについては、支部全体で組織
的に取り組みます。また、現職支部と連携して
取り組みます。
⑶　地域退職者連合活動に積極的に参加します。

８．国政選挙・自治体選挙について
　年度中に行われる諸選挙については、基本的に
は新高教の方針に基づき現退一致で取り組みます。
　候補者に社民党候補がいる場合には、新高教推
薦候補の他、社民党候補も推薦対象とします。

第２号議案
2020年度予算（案）
　Ｌ７ページに掲載しています。

その他の報告
　新高退規約第６条１に規定がある役員推薦委員
会の委員が選出されましたので報告します。
　任期は2021年度定期大会までとなります。
地　区 支　　部 氏　名 役　職

下越地区 新発田・村上支部 小 林 達 朗 支部事務局長

中越地区 魚 沼 支 部 滝 沢 直 行 支部事務局長

上越地区 上 越 支 部 佐 藤 重 男 支部事務局長
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の掲載で４回となりました。
ウ．「電力会社を変えてみた」は、編集長自らの
経験を寄稿したもので会員の反応が期待され
ます。［通信No.135］

⑸　会員名簿（2019年度版・紙端索引付）を９月
１日付で作成、今回から希望者に販売しました。

2-5　囲碁大会　［通信No.135］
　生きがい支援協会の補助終了で全国大会、北ブ
ロ大会は最後の開催となりました。
⑴　2019年度（第27回）新高退囲碁大会（兼県退
職教職員囲碁大会＜高校の部＞）
　９月５日　高校会館（出場者13人）
※一応の区切りの大会として、参加者有志で五
泉市咲花温泉「ホテル丸松」で懇親会を行い、
今後、全県的な「囲碁同好会」形の集まりを
計画することを決定しました。

⑵　第11回北陸ブロック囲碁大会
　10月４日　富山市・パレブラン高志会館（新
高退出場者３人）Aクラスで佐野達哉さんが優
勝しました。
⑶　全国囲碁大会
　11月14～15日　日本棋院東京本院での最後の
大会、北陸ブロックAクラス優勝の佐野達哉さ
んが出場しました。

2-6　支部活動

⑴　会員減、新加入者減で高齢化し、支部運営に
支障を来していると訴える支部があります。
⑵　通信の手配り率は、支部の努力により全県平
均で65.6％（新高退文書配付2020／３／1）とな
りました。全支部で50％を超えました。

３．会計決算報告
　Ｌ５ページに掲載しています。
４．会計所見
　Ｌ６ページに掲載しています。
５．会計監査報告
　Ｌ７ページに掲載しています。

第１号議案
2020年度活動方針

１．情勢
　安倍政権は2013年の秘密保護法、2015年の「戦
争法」、2017年の「共謀罪」法などの違憲立法、２
度に渡る消費税増税、2016年のカジノ法、2018年

の「高プロ制度」の導入などの強行や、沖縄・辺
野古新基地建設、森友・加計問題・自衛隊日報の
公文書改ざん、原発再稼働などの国民無視の政治
を行った。
　経済政策では「生産性」や「費用対効果」、「能
力主義」を重視したため、「利益を生み出さないも
のには価値がない」という考えを生み、「意思疎通
のできない障害者を養うほど、今の日本に経済的
な余裕はない」、「障害者は不幸を作ることしかで
きない」と主張した犯人により、障害者19人が殺
害されるという相模原障害者施設殺傷事件がおこ
った。
　さらに、安倍政権は「桜を見る会」の疑惑やカ
ジノ疑獄、菅原前経産相と河井前法相の２閣僚の
選挙法違反問題、自衛隊の中東派遣などの問題を
重ねる中、暮らしの安心にほど遠い消費税依存と
防衛費膨張、大企業優遇の102兆円の国家予算を決
定した。これらの政策は、不安定な非正規労働者
を増加させ、社会基盤の弱体と崩壊状態をまねい
ている。
　そのような中、安倍政権は緊急事態宣言発令時
に「憲法改正」の国会審議を主張し、発令期間中
なのに野党の反対を押し切り内閣の意のままに検
事総長の人事ができる検察庁法改正案を審議入り
させるなど国民不在の火事場泥棒的「政治の私物
化」の挙に出ている。
　このように、新型コロナウイルス感染症が世界
中で猛威を振るっているという人類史的危機が、
日本では安倍晋三政権という政治の私物化、権力
の私物化、改憲暴走政治を繰り返してきた政権の
下で発生している。私たちは、この目に見えない
感染症の来襲に対して、不当な「自粛」の強要な
どの社会的な同調圧力や平和と人権、民主主義の
価値を擁護し、たたかってきた勢力の分断を許さ
ず、波が収まったあとの反撃に連帯しよう。
　そして萎縮しないようにしよう。解決策は「従
うこと、流されること」ことではない。私たちは、
コロナ禍のこの課題で声を出し堂々と生存権を主
張し、連帯して安倍政権とそれを取り巻く勢力の
独裁と闘おう。希望は連帯のなかにこそある。

２．基本方針
⑴　退職者が安心して暮らせる年金・医療・介護
などの福祉政策や税制、講師採用などの諸要求
実現に取り組みます。
⑵　新高教およびその他の県内外の民主諸団体と
連携して、平和憲法・民主教育擁護、原発再稼
働・新設反対の脱原発社会の実現、辺野古新基
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２．活動の概要
2-1　組織の現状

⑴　2018年度末の会員数は男591人、女127人、合
計718人から、2019年度末には673人となりまし
た。2019年度に亡くなられた方は15人です。
⑵　現職の2018年度末組合員退職者は63人（内、定
年45人・再任用修了者９人）でした。教育職の
再任用期間３年の２年目となりました。新加入
者は全員が2018年度末定年退職者の７人（男５
人、女２人）でした。
⑶　2019年度総会は、代議員41人の出席で開催さ
れました。全議案が承認されましたが、参議院
選にかかわる政治方針で、新高退として「『社民
党中心』の独自方針を」の強い意見があり、会
長から趣旨には賛成との表明で検討課題としま
した。
　　なお、県委員会は前年の内規改訂により初め
て支部１人の委員で開催しました。

2-2　新高教との連携

⑴　７月の参議院選挙は現退一致で取り組み、新
潟選挙区は野党共闘のうち越さくらが当選、全
国比例は、組織推薦（日政連）のみずおか俊一
が立憲民主党内２位の得票で当選しました。
⑵　現退交流会は、現職との協力で全支部で開催
されました。会員の参加は45人にのぼり、現退
合計では140人を超えています。
　　第43回退職者激励会は、３月31日に新高教・
新高退共催で開催の予定でしたが、折からのコ
ロナ禍で急遽中止としました。
⑶　教育をよくする県民会議には幹事、希望奨学
金協会には奨学生選考委員として参加しています。
　　平和運動センターの取り組み、「高校生平和大
使」の新潟県の取り組み、東電・柏崎刈羽原発

運転差止請求訴訟などの活動に参加しました。

2-3　日退教等との連携

⑴　日退教が中心的に関わる地公退高齢者集会、
政治集会、退職者連合高齢者集会、５者合同学
習会、組織活動交流集会に参加し、生活擁護・
諸要求実現の取り組みを行いました。
⑵　安倍政権の暴挙が続く沖縄・辺野古新基地建
設反対の闘いでは、支援カンパ、沖縄県が取り
組む裁判闘争支援の団体署名を行いました。
⑶　「核兵器廃絶1000万署名」を全支部で取り組み、
163筆を集約し日退教に送付しました。
⑷　県退職者連合の活動に参加し、生活擁護・諸
要求実現の取り組みを行いました。
　　また、地域組織にも各支部が参加して活動の
中心を担っています。

2-4　サポートGの活動と 「新高退通信」 の発行

⑴　旅行的活動の富山旅行「『黒部峡谷トロッコ電
車』に乗車し、翌日は班別行動を楽しむ旅」は
７月17～18日に、貸切バス満席となる26人の参
加で実施しました。［通信No.134］
⑵　懇親会的活動は、本部・魚沼支部共同企画と
して、『湯沢de懇親会』を昨年と同一会場（KKR
湯沢ゆきぐに）で、10月23～24日に開催しまし
た。魚沼支部の協力に感謝します。［通信No.135］

⑶　版画教室は、３年目となりました。昨年同様
の４日間で講師の後藤信行さん指導のもと、参
加者は大作に挑戦しました。
⑷　『新高退通信』の発行
ア．No.133（6/1）、No.134（9/1）、No.135（12/1）
の３回と、新高退文書配付（3/1）を発行しまし
た。
イ．リレートーク「分校・定時制時代」は毎号

10.10	 嫌韓を煽るな！日韓連帯集会
10.10	 ５者合同学習会（東京）
10.11	 日退教組織活動交流集会（東京）
10.16	 日韓連帯集会（講師・内田雅敏弁護士）
10.21	 国際反戦デー集会
11.02	 新高教70周年記念事業実行委員会
11.14	 囲碁全国大会（～11.15東京）
12.13	 講演会（講師・朴正鎮津田塾大教授）
12.15	 映像と講演「ドローンで見る沖縄」
01.17	 新高教新春のつどい（旗開き）
01.31	 日韓市民連帯連続講演会
02.11	 講演会（講師・前川喜平元文科次官）
02.15	 安倍９条改憲ＮＯ！
	 「全国緊急署名」県スタート集会
02.26	 第43回北陸ブロック代表者会（富山市）

（３）支部総会
06.07	 三条・加茂支部
06.10	 魚沼支部
06.15	 新津支部
06.18	 新潟支部
06.20	 長岡支部
06.21	 佐渡支部
06.22	 上越支部
06.27	 新発田・村上支部
07.06	 柏崎支部

※詳細は通信No.133～135の
「『活動日誌』・点描」を参照
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新型コロナウイルスに対する対応について

2020年度 新潟県高等学校退職者の会 議案
2019年度経過報告

１．活動経過
２．活動の概要
３．会計決算報告
４．会計所見
５．会計監査報告

議案
第１号議案　2020年度 活動方針案
第２号議案　2020年度 予算案

その他の報告
役員推薦委員の選出について

2019年度経過報告
１．活動経過
（１）諸活動・サポートＧなど
04.17	 会計監査
04.22	 新高教・新高退定期協議
05.05	 役員推薦委員会
05.15	 役員会（議案審議他）
06.01	 通信No.133発行
06.12	 県委員会
06.26	 総会・懇親会
07.17	 富山旅行（～07.18）
	 「黒部峡谷トロッコ電車と班別行動を楽しむ旅」
09.01	 通信No.134発行
09.05	 新高退囲碁大会
09.11	 サポート会議
10.07	 版画教室（&10／15,10／21,10／29）
10.23	「湯沢de懇親会」（～10.24）
12.01	 通信No．135発行
12.25	 事務局・サポートG反省会
01.20	 サポート会議
02.03	 サポート会議
03.01	「新高退文書配付」発行
03.31	 退職者激励会（中止）

（２）新高教・日退教・退職者連合・新退教他
04.07	 県議選・新潟市議選投票日
04.21	 統一地方選・市町村議選投票日
04.27	 第90回新潟県中央メーデー
05.03	 ピース・フェスティバルinにいがた
	 憲法記念日新潟大集会
05.24	 新退教第47回定期総会
05.31	 憲法学習会「沖縄からみた憲法・安保・地位

協定」（講師・前泊博盛沖縄国際大教授）
06.07	 第48回日退教定期総会
06.19	 北陸ブロック第43回総会（～06.20）
07.16	 第41回希望奨学生選考委員会
07.21	 参議院選挙投票日
07.27	 新高教第89回定期大会
07.28	 柏崎刈羽原発廃炉集会
07.30	 県退職者連合第27回年次大会
08.28	 教育をよくする県民会議総会・学習会
09.07	 新高教70周年記念事業実行委員会
09.16	 地公３単産・地公退高齢者集会（東京）
09.17	 退職者連合高齢者集会（東京）
09.19	 戦争法廃止・９条改憲ＮＯ！新潟大集会
10.02	 安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション@

新潟　学習会（講師・うち越さくら）
10.04	 北陸ブロック囲碁大会（富山市）

　新型コロナウイルスに対する新高退の対応は、通信発行を除いて、活動は全て中止、延期、

または課題毎に事務局の個別対応とします。2020年度の議案の審議については、緊急事態を

鑑み、議案を例年通り会員に対して配付し、原案の承認は支部に送付した「2020年度議案に

対する賛否および質問・意見の報告用紙」の賛否を集約することで行うこととします。結果は

支部に対しては直ちに、会員に対しては９月発行の『通信No.137』で報告します。

============中止、延期または個別対応とする主な活動===============

１．役員会（5/13）、県委員会（6/10）、定期大会・懇親会（6/24）　…中止

２．栃木旅行「日光東照宮観光と、翌日は班別行動を楽しむ旅」　…来年度以降に延期

３．版画教室（10月中に４回）　…中止

４．寺泊de懇親会（10/21～22）　…中止

５．日退教・北ブロ関連の会議（総会等）　…中止

６．事務局会議　…回数削減、用務毎に事務局員の個別対応


